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行動随伴性か ら見た社会 人 の 働きがい

0 近藤愛 子　　 長谷川 芳典

　　 （岡山大 学文学部）

1 ．目　 的

働く行 動を安 定的で活 発な状態 に維持するこ とは、

産業組織場 面 で の 大きな関 心 事で ある。それ は また、

経営心理学、産業組織心理学をはじめとする諸研 究

の 主 要なテ ー
マ で あ り、これ ま で に、給料 、昇格、職

場 の 人間 関係 、達成感な ど、さ まざまな切 り口 で 研 究

され て きた。

産 業場 面 で の 行 動分 析 学の 適用 は 、応用行 動 分

析学が行 うパ フ ォ
ー

マ ン ス マ ネジメン トなどの 導入 に

よっ て、そ の 有 用性 があらゆる研究 で 証明され て い る。

ただ、ある 人の 「働 きが い 」や 「意気消 沈状態」とい う、

問題 行動 や望 ましい 行 動が 具体的で は ない 場合に

つ い て把握するため に 行動 分析を行 っ た例は少ない 。

個人 の 働く行動を具体的 に調べ 、それ に随伴する諸

結果 をリス トア ッ プ して 行動 随伴性を同 定すれ ば、効

果的 な結果 の 与え方 が 明確 になり、働きが い を感じさ

せ るより具体的な方策を示すこ とができると考え るe

そ こ で 本研究で は 、
一
般 仕会人 の 働きが い 、 意気

消沈状態 が 、 行動随伴性からどの ように分析 できるの

か 、イン タビ ュ
ー

を通 じて 予備 的に 調 べ るこ とを 目的と

した。

2．方　 法

本調査 は 、岡山大学文学部 の 1998 年度 の 心 理学

研 究法 演習 の
一

環 とし て 行 わ れ た （イン タビ ュ
ーは

1998 年 9 月 か ら 1999 年 1月まで の 間）。

【対象者】

今 後継続 的 に 現在 の 仕事を行うで あろう、
一

般社会

人。

A ：公 務員の 教官秘書（40 代 前半女性）

B ：放送局テ レ ビディレ クター
（20 代後半女性）

C ：理容 師 （50 代前半女性）

D ：公務員実験機械工 作技官（40 代前半男性 ）

E ：鉱石 運搬作業員（20 代 後半男性 ）

F 総 合職企画広報 （20 代後半女性 ）

G ；自営家電修理 業（30 代前半男性）

【調査方法】

1人 に つ き約 3 時間 の イン タビ ュ
ー

を行 っ た。まず 、

現在 の 仕事の 詳細な内容、満 足 度、職 場環境、給料

体系 、また仕事継続 の 意志 の 有 無を聞 き取 り、そ の

内容をもとに、以 下 の 指針 に 基 づ き調査、分析を行 っ

た。

〈 調査 の 指針 〉

当日の 昼 間、最近 1週 間の 勤務時間帯、こ こ 1年間

の 勤務時間帯に お ける 行動をで きる 限り具 体的 に聞

き取る。聞き取 っ たそれぞれ の 行動 に つ い て 、

・従 事する時間

・行動 の 優先順位

・随伴 す る結果 （複数 の 場合、そ れ ぞ れ の 効 果 の

有無）

・本人が 自分で 与えて い る言語的強 化

・社 会的強化

を聞き取 り、随伴する結果 に つ い て 、好子か 嫌子 か 、

行動内在的か 付加 的 か 、生得性 か 習得性 か に つ い

て 分類す る。 また 、確認 され た ル
ー

ル 支配 行動 に つ

い て 、 そ の ル
ー

ル に 従 わ な い こ とが 嫌悪的結果 を も

た らす ような確 立操作 （嫌子 出現 の 阻 止 の 随伴性 ）に

つ い ても考慮に入 れ る。

行 動随伴性 の ダイア グラム は 、「行 動 分析学入門 」

（杉 山ら、1998 ）の 表 現方法に よる。

3 ．結　 果

各対象者 の 勤務形態 、給料体 系は次 の 通り。

A ：8：30〜19 ：00、残業あり、固定月給制＋ 残業 手当、

　昇給あり

B ：10：30〜19：00、週 に 1 度宿 直あり、残業あり、固定

　 月給制 ＋ 残業手 当、昇給 あ り

C ：8：30〜18：00、残業あり、固定月給制
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D ：8：30〜17 二〇〇、残 業あり、固 定月給制 ＋ 残業手 当 、

　 昇給あり

E ：交替制 （7：00〜15：00115：00〜22：15／22：15〜7：00）、

　 固定月給制、昇給あり

F ：8：30〜19：00、残 業あり、固定月給制＋ 残 業手 当、

　 昇 給あり

G ；10：30〜作業終 了 まで 、 歩合制

現在の仕事に つ い て の言語 報告に基づく分類で は、

大枠として、「おもしろ い 」、「っ まらない dの 2 通りあっ

た。

給料 による強化 につ い ては、全員にとっ て給料が好

子となっ て おり、その 捉え方 として は、「給料を得る」と

い う好 子出現 の 行 動 随伴性 で はなく、現在定期的 に

受 け取 っ て い る給料を失うまい とす る随伴性、つ まり

仕事を辞めるこ とで 確保され た給料を失うこ と（；好

子 消失）を阻 止 す る随伴 性に よっ て 維 持され て い る

例が 、7 名 中 5 名 に見 られた。

・付加 的な社会 的強化が与えられ て い る例
’尸
鷲 弛前

”汁

、
「
，∵癒 、働

冖…
値 匹 後

广

教官か らの

誉め 言葉なし

装置を作る 教官か らの 誉

め 言葉あり

　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　 （D ）

「働 きが い を感 じて い な い 」とい う言 語報 告があ っ た

B ・G には、好 子 出現 の 行 動 内在 的随 伴 性 や 、社 会

的好子 による強 化随伴性 が確認されなか っ た。

直　 蕪

生活費あり

行　 動

仕事する

窿 　 慶

生活費あり

残 り2 名 に つ い て は 、生活費として の 給料が必 要な

く、F は 、
「家を買うため の 貯金 が できる収入 を維 持す

る 」とい っ た好子消失の 阻 止 の 随伴性を示 した。B は 、

実 家か ら通勤して お り、「給料が なくとも働く」とい う報

告が あ っ た の で、給料が 強力な好 子となっ てい な い と

判断された。

で は、働 きが い はどうい っ た行 動随伴性 によっ て 制

御され て い るの だ ろうか 。 確認され た例を以 下に示

す 、，

疸 接仕事 に 関係 す る作業を行うことに よ り、行動 内

在的な好子 が出現する例

4．考　 察

厂働きが い を感じて い る」とい う言語 報 告が あっ た対

象者で は 、直接仕 事に 関係する作業をするこ とが 、

好 子 出境 の 行 動内在 的随 伴性 の 制 御を受 け て い る

こ とが確 認され た。また、「誉 め言 葉 」や 、「人 が喜ぶ

姿」などの 社会 的 好子 が付 加す る行 動 随伴性 により

強化され て い る場 合 で も、「働きが い 」を感 じる こ とが

で きると見なされた。
一

方、「働きが い を感 じて い な

い 」とい う言語 報告があっ た場合 は、ヒ記 の い ずれ の

随伴性も全 く見 られな か っ た。こ の 場 合 、仕事 をす る

とい う行 動 は 、ル ール 支配 の 随伴性 や 、好子 消 失 の

阻 止 の 随伴性に強く影響され て い るようで あ る。

とこ ろ で 、言 語報 告 の 中 に 、f家庭と仕事 の 両 立 に

や りが い を感 じる」な ど とい っ た 、行 動 随伴性 へ の 同

定 が 難 しい ケ
ース が 見 られ た。今後 の 課題 として 、聞

き取りの み の 調査 にお い て
、 複 数 の 行 動 の バ ラン ス 、

それに随伴す る結果 の バ ラン ス をどの ように扱 っ て い

くの か を検討して い きたい
。

喜 前 行
尸
勧 直 ・後

广

髪に ハ サミを入れ　髪を切る

る快感なし

快 感あり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （C ）

・直接仕事に関係する作業が 、行動内在的随伴性 に

制御され て い ない 例

直 ．前
』

器 動 頓
．・

∵ 直 、後
嫌悪的思考
「ダメだからといってす

ぐ辞めてしまっ ては進

歩がない」

仕事す る 嫌 悪 的 思考

の 減少

（B）

5．結　 論

本調査に よ り、言語報告 の レ ベ ル に お い て 、鋤きが

い をもたらして い る中心 となる随伴性 の 内容 が明らか

にな っ た。しか しな が ら、行 動を直接観察する場合と

異なり、本 人か らの 言語報告 が事実 の 通 りであるか ど

うか、また 、 対象 者が気 づ い て い な い 結果 が随伴して

い ない かどうか は確認 で きなか っ た 。

　 「働きが い 」より「働く場所 」を確 保、維持す ることが

先決 となっ て い る現代社 会 にお い て 、行 動 分析 学に

よっ て アプ ロ
ー

チ する領域 の 拡大 が 必 要 で あると考

える。
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